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１ はじめに

神奈川大学経済学部のコンピュータ演習Ⅴ・Ⅵではプログラミングを学習する。週１回の講義

では，文法やアルゴリズムの説明と例題，練習問題を１～２問行うくらいで，知識の定着を図る

ほど反復して問題を講義時間内で行うことは難しい。そこで，２０１１年度 e-Learningとして有名

なMoodleの小テスト機能を利用して，講義外で学習支援を実施した。

２ プログラミング学習について

プログラミング学習においては，やはり実際に手を動かし，与えられた問題を自分で一からプ

ログラミングしていく方法を何度も繰り返すことが一番である。ただ，週１コマでそこまで時間

内で実施することは難しい。宿題を出したとしても基礎的な事項が理解されていないため，何を

どのようにしたらいいのかわからない学生が多い。講義外での学習支援のねらいとしては，文

法，配列などプログラム作成上基本的な箇所に的を絞って学習してもらうことで，例えば，問題

文中「条件」があれば，「If」を連想できるように，プログラム上「If」があれば「条件」と判断

してその先の比較演算子や「Then」，「Else」，「ElseIf」，「EndIf」が連想できるようになってもら

うことにある。そのため，プログラムのキーワードとなるような重要な箇所を穴埋めとして，解

答を埋める形式で繰り返し実施してもらう方法を想定した。
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３ Moodleについて

（１）Moodleとは

Moodleとは，オーストラリア・パースにあるカーティン工科大学に在籍していたMartin

Dougiamas氏が開発したコース管理システム（Course Management System, CMS）である。

コース管理システムは，遠隔教育よりももっと身近な用途に使われ，講義資料の配布，小テスト

機能，連絡機能などが代表的である。また，Moodleはオープンソースソフトで，GNU General

Public Licenseに基づいて自由に配布される。プログラムのソースコードが公開されているた

め，利用環境に合わせて改良や拡張が可能である。

（２）Moodleの採用した理由

Moodleを採用した理由は下記のとおりである。

① フリーソフトであること

② オープンソースソフトであること

③ 小テストや課題などの機能があり講義時間外での学習が可能であること

④ 講義資料のダウンロードや質問や意見を学生と教員で共有できること

⑤ 多くの事例があること

４ Moodleの小テスト機能

Moodleには下記のような複数の小テスト機能がある。

① ○×問題

② 記述問題

③ 数値問題

④ 組み合わせ問題

⑤ 多肢選択問題

⑥ 穴埋め問題（Cloze）

⑦ 作文問題

⑧ ランダム記述組み合わせ問題

⑨ ランダム問題

⑩ 計算問題

⑪ 説明
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プログラミングの一部分を穴埋め形式として実施したかったため，この機能の中から穴埋め問

題を利用した。しかし穴埋め問題の作成には専用のタグを入力する必要があり非常に手間がかか

る。また，正解が複数考えられる場合があり，それらをタグの中に網羅すると更に，問題作成に

時間がかかる。そこで，穴埋め問題を作成するエディタにツールを作成することにより，問題作

成の効率化を図った。

５ 穴埋め問題の作成

穴埋め問題の作成は，図１のように［問題］の下にあるエディタに作成する。

穴埋め問題には，多肢選択問題，記述問題，数値問題と３種類がある。それぞれの問題を作成

するためには，問題作成エディタに下記のような各々のタグを埋め込まなければならない。

① 多肢選択問題｛ : MULTICHOICE : ~ = ~｝

② 記述問題｛ : SHORTANSWER : ~ = ~｝

③ 数値問題｛ : NUMERICAL : ~ = ~｝

ここで２つ目のダブルコロン（：）の後にあるチルダ（～）とイコール（＝）の違いは，チル

ダ（～）の後は選択肢の１つであり，イコール（＝）の後は正解が記述される。筆者が利用した

のはこの３種類のうち多肢選択問題と記述問題の２つである。

実際の作成例は下記の通りである（図２，図３）。

図１ 穴埋め問題編集画面
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６ 新しいツールの作成について

既存の穴埋め問題の作成エディタである HTMLAreaエディタを利用して，新しい機能を追加

する方法をとった。理由としては下記のとおりである。

① タグの作成がボタン１つでできれば，後はこのエディタの機能を利用したい。

② 問題の登録，分野の登録はこのまま利用した方が便利である。

（１）ツールの作成にあたり

ツールを作成するにあたり，次の点を留意した。

① 既存に存在する［穴埋め問題の編集］のエディタに多肢選択問題と記述問題作成機能を追

加する。

② 作成された多肢選択問題と記述問題のタグがエディタから確認できるとともに，手動でも

入力できるようにしておく。

③ 記述問題で解答となるパターンがいくつかある場合，自動的にそのパターンを網羅する。

④ 多肢選択肢の多肢を自動的に作成する。

図２ タグの入力

図３ プレビュー画面
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（２）HTMLAreaエディタ

既存の穴埋め問題の作成エディタは HTMLAreaエディタ３．０で，WYSIWYGな HTMLエディ

タである。自分でカスタマイズすることができ，欲しい機能やそれに伴うボタンを配置すること

ができる。

記述問題を作成できる［SA］ボタンと，多肢選択問題を作成できる［MC］ボタンをツール

バーに作成し（図４），既存のエディタを作成しているプログラムに２つの機能を追加した。

（３）穴埋め問題作成手順

次に問題作成手順を示す。

（３－１）記述問題のタグの作成

① 記述問題にしたい該当箇所をドラッグして，［SA］ボタンをクリックする。図５は「Ninzu

＋１」を記述問題にする。

図４ HTMLエディタ

図５ SAボタンの利用

穴埋め問題支援ツールの作成と活用 133



② 図６のように記述問題のタグが完成する。

③ これをプレビュー画面から確認すると，図７のように記述式問題が完成する。

（３－２）多肢選択問題のタグ作成

① 多肢選択問題にしたい該当箇所をドラッグして，［MC］ボタンをクリックする。図８で

は，「If」を多肢選択問題にする。

図６ 記述問題タグ

図７ 記述問題プレビュー

図８ MCボタン
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② 図９のように，多肢選択肢問題のタグが完成する。

③ これをプレビューでみると図１０のようになる。

７ 記述問題の活用について

（１）プログラム講義の活用

記述問題の正解となるパターンをできるだけ網羅したいという，はじめのツール作成の目標を

目指し，初めに演算子が１つのときを作成した。変数と演算子の区別は半角スペースで区別して

いる。

表１の演算子をキーワードとして，選択した箇所にキーワードが含まれていれば，左右の変数

または数値を逆にするように作成した。

図９ 多肢選択問題タグ

図１０ 多肢選択問題プレビュー

表１ キーワード

「＊」，「＋」，「＞」，「＜」，「＞＝」，「＜＝」，「＝」，「＜＞」
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図６のように，「Ninzu＋１」を正解として選択し，［SA］ボタンをクリックした場合は「１＋

Ninzu」も正解となる（図１１，図１２）。

現在演算子２つのケースまで正解を網羅できるように作成されている（図１３，図１４）。ただし

（ ）が含まれる演算は除かれる。

学生の問題の提出状況をみると，半角スペースを入れ忘れているために不正解となっているも

のが多かった。これは VBAのプログラムでは，「Ninzu＋１」と入力して Enterを押すと自動的に

変数と演算子の間にスペースが入るためである。そこで，スペースがない場合でも正解とするよ

うにプログラムを追加した。

図１２ 正誤プレビュー２図１１ 正誤プレビュー１

図１３ 演算子２つの場合

図１４ 演算子２つの場合の記述問題タグ

図１５ 半角スペースがない場合
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（２）アルゴリズム

アルゴリズムを下記に示す。

① 配列の中に括弧「（ ）」があるか。ある場合はそのまま選択した箇所を正解として

SHORTANSWERの後に表記する。ない場合は②に進む。

② 選択した箇所のスペースを区切りとして配列に格納する。

③ 演算子の数を数える。ない場合はそのまま正解として表記する。１つの場合④へ。２つの

場合⑤へ。３つ以上の場合はそのまま正解として表記する。

④ 演算子がキーワードの中にあれば，その正解パターンを正解として含めるように表記す

る。

⑤ ２つの演算子のパターン，例えば計算式が「A＋B＋C」の場合は，「＋」「＋」「A＋B＊

C」の場合は「＋」「＊」というような演算子を判断して，その演算子のパターンの正解を

表記する。

（３）その他の活用

Moodleの利用は実際には英語での利用が多い。ただ記述問題の場合，このタグ入力がハード

ルを高くすると聞く。今回のこの［SC］ボタンは，選択した箇所に演算子が含まれていなけれ

ばこのまま選択箇所を正解としてタグを作成できるため，図１６，図１７，図１８のように簡単に記

述問題の作成ができる。

図１６ 記述問題作成

図１７ 記述問題のタグ

図１８ 記述問題プレビュー
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８ 多肢選択問題の実際の活用について

多肢選択肢となるパターングループは，現在表２のように拡張した。HTMLAreaエディタ内

で解答となる箇所を選択し，［MC］ボタンをクリックすると，その解答を含むグループのメン

バーが多肢選択子として記述される。例えば，解答が「＞＝」の場合は，グループ５に該当し，

そのメンバーの「＞」，「＜」，「＜＝」，「＝」，「＜＞」が多肢として，「＞＝」が正解としてタグ

の中に表記され（図２０），実際の問題画面は図２１のようになる。

図１９ 多肢選択問題

図２０ 多肢選択問題タグ

図２１ 多肢選択問題プレビュー
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９ まとめと今後

小テスト機能の穴埋め問題の中で，記述問題と多肢選択問題のタグを効率よく作成するツール

を作成した。既存のエディタを利用したことで，問題作成や問題の登録などのその他の操作の一

環として，タグの作成を簡単に行うことができた。ツールを作成することで，問題作成の負担は

軽減された。

学生が実際に問題を解く場合，変数と演算子の間に半角スペースを入れなかったり，半角ス

ペースを２つ以上入れたり，また全角のスペースを入れたような場合は不正解となっていたが，

このうち半角スペースをいれていない場合は，正解とするように修正した。しかしその他の場合

は今回の対応が難しいため，学生側の入力データを修正する方法を考えたい。この点改良の余地

がある。

プログラム講義以外の活用を考慮すると，多肢選択問題の多肢をタグを入力しないでもできる

ような別ツールの作成を挑戦したい。

図２２ 多肢選択問題正誤

グループ名 メンバー

グループ１ If，Else，Else If，End If，Then

グループ２ Integer，Long，Single，Double，String

グループ３ Do，Until，While，Loop，For，Next，For Each

グループ４ ＋，－，＊，／，＾，Mod，￥

グループ５ ＞，＜，＞＝，＜＝，＝，＜＞

グループ６ True，False

グループ７ Select Case，Case，End Case

グループ８ Sub，Function，End Sub，End Function

表２ パターングループ
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